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額田地区での土地境界立会の様子

南田気地区

川山地区

家和楽地区
のストック

ヤード

○土地境界立会（額田地区）

５月12日から14日の３日間、河道掘削、霞堤整備が予定されて

いる那珂市額田地区において土地境界立会を実施いたしました。

○３日間で延べ約120名の地権者の方に現地にお越しいただき、土

地の境界を確認していただきました。今後も各地区において土地

境界立会を進めていきますので、皆様のご理解・ご協力をお願い

いたします。

○設計内容の説明の実施

堤防整備に関する設計がまとまった大子町の４地区では、各地区

の区長様に設計内容や用地測量等に向けた今後の事業の進め方に

ついて説明を行いました。

○工事の状況

常陸大宮市の家和楽地区ストックヤードでは、川の中を掘削した

土砂と、常陸大宮市や大子町の工事で発生した土砂を混合して、

堤防に適した土を造るための土質改良の準備を進めています。

久慈川緊急治水対策プロジェクトの状況

工事等進捗状況（令和3年5月末時点）

○令和3年5月28日に、久慈川・那珂川流域における減災対策協議会を

Web形式で開催しました。

○減災対策協議会は、平成28年6月に水防災意識社会を再構築するため、

久慈川・那珂川の沿川15市町村、茨城県、栃木県、気象庁と国土交通

省関東地方整備局で設立されました。その後、令和元年東日本台風（台

風第19号）で長野新幹線が浸水したことを受けて、JR東日本や鹿島臨

海鉄道などの鉄道事業者も令和3年3月の協議会から参画しています。

久慈川・那珂川流域における減災対策協議会

協議会の状況

○今回は、水防災意識社会再構築に向けた取組をさらに充実させるため、水戸市長や那珂市長を

はじめ、8名の首長が出席され、各機関が令和2年度に実施した取組状況や取組の進捗状況の

共有などを行いました。
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地元説明 測量作業 設計作業

岩崎・小貫南 ●※２ ● ○ ●※２

小貫北 ●※２ ● ○

山方 ●※２ ● ○ ●※２

西野内 ●※２ ● ○ ●※２ ○

舟生 ●※２ ● ○ ●※２ ○

家和楽 ●※２ ● ○ ●※２ ○※1※3※4

盛金 ●※２ ● ○ ●※２ ○

用地
補償

工事地　　　区
測量・設計 設計内容

の説明
用地
調査

地元説明 測量作業 設計作業

西金 ●※２ ● 〇 ●※２

頃藤南 ●※２ ● ○ ●※２ ○

頃藤北[右岸] ●※２ ● ○ ●※２ ○

頃藤北[左岸] ●※２ ● ○ ●※２

下津原 ●※２ ● ○

袋田 ●※２ ● ○ ○※1※2

南田気 ●※２ ● ○ ○※２

久野瀬 ●※２ ● ○ ○※1※2

北田気 ●※２ ● 〇 ●※２ ○※１※４

大子 ●※２ ● ○ ●※２ △※１※3※4

矢田・川山 ●※２ ● ○ ●※1※2 ○

下野宮 ●※２ ● ○ ●※２ ○

地　　　区
測量・設計 設計内容

の説明
用地
調査

用地
補償

工事
地元説明 測量作業 設計作業

神田町・堅磐町 ●※２ ● 〇 ●※２ ○※1

本米崎 ●※２ ● ○ ●※２ ○※１

額田 ●※２ ● ○ ○※1

宇留野・富岡 ●※２ ● ○ ●※２

高渡・上大賀 ●※２ ● ○ ○※1

塩原・辰ノ口 ●※２ ● ○ ●※２ ○※1

用地
調査

用地
補償

工事地　　　区
測量・設計 設計内容

の説明

久慈川緊急治水対策河川事務所webサイトでも、毎月の事業進捗状況を公表しています。



〒313-0015
茨城県常陸太田市
木崎一町700-1

プロジェクトに関するお問い合わせはこちらです

国土交通省 関東地方整備局

久慈川緊急治水対策河川事務所

ＴＥＬ：０２９４－７２－１１５１

〒310-0851
茨城県水戸市
千波町1962-2

国土交通省 関東地方整備局

常陸河川国道事務所 調査第一課

ＴＥＬ：０２９－２４０－４０６９

久慈川緊急治水対策河川事務所 検 索

昔の久慈川や里川は清流でウツボや魚を取ったり、学校の水泳で泳いだりしました。

プロジェクトに期待することは？

最近は何十年に１度の規模の豪雨が頻発しています。地域の住民が安心して暮らせるような堤

防整備や河川の掘削を強く望みます。また、現在の堤防はサイクリングロードになっていますが、

堤防が拡幅されることで見晴らしのよい堤防が整備されることを期待しています。

久慈川緊急治水対策プロジェクトに携わる人々を紹介する新コーナー。

初回は、常陸太田市堅磐地区の武藤区長、川崎副区長のお二人です。

＜堅磐地区では、大規模な堤防整備を予定しており、現在、用地調査に

向けた準備を進めているところで、お二人は地区の代表として、説明

会の調整や地区の取りまとめをされています＞

久慈川や里川での思い出は？

久慈川流域の自然災害伝承碑を１基追加公開し５基となりました

〇過去の自然災害の教訓を地域の方々に適切にお伝

えし、的確な防災行動による被害の軽減を目指す、

国土地理院の自然災害伝承碑に常陸太田市西宮町

にある『更生の碑』が5月14日に新たに登録・公

開されました。

○この碑は、昭和13年（1938年）6月、台風によ

り里川で堤防が決壊し被害が発生したことを伝え

ています。

〇久慈川の洪水に関する伝承碑はこれまでに４基公

開されており、今回の公開で５基となります。

久慈川流域の５基

①明治23年洪水被害記念碑 （大子町大字池田）

②可恐（おそるべし）（大子町大字久野瀬）

③可恐（おそるべし）（大子町大字袋田）

④久慈川改修記念碑
（常陸太田市上河合町）

⑤ 更正（こうせい）
（常陸太田市西宮町）

久慈川

https://www.gsi.go.jp/bousaichiri/denshouhi.html

5月14日に新たに
登録・公開されました

6月1日、久慈川の鮎漁が解禁されました。押川などではたくさんの釣り人

が訪れていました。

大子町によると「流れの強い久慈川で育った天然鮎。身が締まっていて、香

りも良く、姿も美しいのが人気の秘密」ということです。プロジェクトで行

う河道掘削ではアユにも配慮し工事を進めていきます

久慈川の話題 ～6月1日から鮎の解禁～

川崎副区長さん

常陸太田市堅磐地区

武藤区長さん

河川内に設置されている施設の点検 ～許可工作物の履行検査～

5月25日と26日の2日間、常陸河川国道事務所では、自治体などと共同で自

治体などが占用・管理している施設（樋管、橋梁等）の確認・点検を行いました。

台風や大雨が多くなる6月～10月の出水期を迎えるにあたり、適切な管理がなさ

れているか、施設に不具合がないかなどを双方で点検しています。
樋管の点検の様子

「自然災害伝承碑」の取組みは下記の国土地理院webサイトもしくはQRコードをご覧ください

ピックアップ 久慈川 ～この人に聞く～ 第１回


